
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む
き
出
し
の
稚
サ
ン
ゴ
は
、
約
１
割
が
食
害
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
カ
ゴ
で
覆
っ
た
稚
サ
ン
ゴ
は
、
ほ
ぼ
被
害

が
な
く
、
金
属
製
の
カ
ゴ
を
使
用
す
る
こ
と
で
外
敵
か
ら

の
食
害
を
防
げ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
実
験
の
成
功
は
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
、

白
化
現
象
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
サ
ン
ゴ

礁
再
生
の
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。 

日
本
の
国
土
面
積
約
３
８
万
㎢
を
上
回
る
、
約
４
０
万

㎢
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
基
点
と
な
る
重
要

な
島
で
す
が
、
波
に
よ
る
浸
食
な
ど
で
満
潮
時
に
は
２
つ

の
島
が
、
わ
ず
か
に
残
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
【
写

真
・
下
】 

 

昨
年
４
〜
５
月
、
水
産
庁
の
委
託
を
受
け
た
社
団
法
人

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
沖
ノ

鳥
島
産
の
親
サ
ン
ゴ
の
卵
を
も
と
に
沖
縄
県
で
サ
ン
ゴ
を

育
て
、
約
６
万
株
の
稚
サ
ン
ゴ
を
移
植
し
ま
し
た
。【
写
真
・

中
】 

 

稚
サ
ン
ゴ
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
四
角
い
枠
の
上
に
直

径
１
セ
ン
チ
前
後
に
成
長
し
た
も
の
で
、
う
ち
３
割
を
魚

に
よ
る
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
直
径
約
３
０
セ
ン
チ
の
金

属
製
の
カ
ゴ
で
覆
い
ま
し
た
。 

 

  

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
、
沖
ノ
鳥
島
（
東
京
都
小
笠
原

村
）
で
進
め
ら
れ
て
い
る
サ
ン
ゴ
の
増
殖
実
験
で
、
海
底

に
移
植
し
た
サ
ン
ゴ
が
順
調
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
、

水
産
庁
の
調
査
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

海
底
に
移
植
し
た
高
さ
１
セ
ン
チ
前
後
の
稚
サ
ン
ゴ
は
、

今
年
初
め
ま
で
に
最
大
で
約
５
セ
ン
チ
に
成
長
し
て
い
ま

し
た
。【
写
真
・
上
】 

 

沖
ノ
鳥
島
は
、
北
緯
２
０
度
２
５
分
、
東
経
１
３
６
度

０
５
分
に
位
置
し
、
東
京
か
ら
約
１
７
０
０
㎞
、
小
笠
原

諸
島
父
島
か
ら
で
も
約
９
０
０
㎞
離
れ
た
日
本
最
南
端
の

島
で
す
。 す

く
す
く
移
植
サ
ン
ゴ 

 

沖
ノ
鳥
島
、
水
没
回
避
へ
期
待 

サ
ン
ゴ
の
移
植
作
業 

０
８
年
５
月
。 

枠
内
／
移
植
前
の
稚
サ
ン
ゴ
。

 

【
水
産
庁
提
供
】

海
底
に
移
植
し
て
９
カ
月
後
の
サ
ン
ゴ
。
手
前
の
枠
は 

保
護
用
の
金
属
カ
ゴ
。 

０
９
年
１
月
下
旬
。【
水
産
庁
提
供
】 

東小島 

北小島 

ヘリポート 

無人の観測施設

沖ノ鳥島全景 
両
小
島
は
、
侵
食
を
防
ぐ
た
め
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
側
に

特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
注
い
で
周
囲
を
固
め
て
い
ま
す
。

右
下
／
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
チ
タ
ン
製
カ
バ

ー
の
下
に
東
島
が
あ
る 

 

左
下
／
チ
タ
ン
製
カ
バ
ー
の

下
に
あ
る
東
小
島
。 


